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会社概要・企業理念
企業理念会社概要
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会社名

本社

代表者

設立年月日

資本金

従業員数

主な事業内容

累積建築戸数

売上高
純利益

積水ハウス株式会社

大阪市北区大淀中1‐1‐88
梅田スカイビル タワーイースト

代表取締役社⾧ 仲井 嘉浩

1960年8月1日

2,025億9,120万円

27,310名（2021年1月31日現在）

建築工事の請負及び施工
建築物の設計及び工事監理 ほか

2,506,598戸（2021年1月31日現在）

2兆4,469億400万円
1,235億4,200万円

（連結ベース、2021年1月末現在）

人間愛・・・私たちの根本哲学
人間は夫々かけがえのない貴重な存在である

と云う認識の下に、相手の幸せを願い
その喜びを我が喜びとする奉仕の心を以って

何事も誠実に実践する事である。
（1989年制定）



積水ハウスグループのグローバルビジョン
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「わが家」を世界一 幸せな場所にする

ハード・ソフト・サービス
を融合し幸せを提案

積水ハウステクノロジーを
世界のデファクトスタンダードに

ESG経営のリーディングカンパニーに

2020年6月
ESG経営推進本部を新たに設置

（ダイバーシティ推進部・渉外部・IR部・環境推進部）
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ESG経営のリーディングカンパニーに

ESGとは
環境E

S 社会 G ガバナンス

自然環境に
配慮した取り組み

従業員、お客様、社会
すべてにとって
良い取り組み

法律を守ること。
良好な

コミュニケーション

○ 脱炭素社会
○ 人と自然の共生社会
○ 自然循環型社会

○ バリューチェーンを通じた顧客満足の追求
○ ダイバーシティの推進 ○ 働き方改革
○ 人材育成 ○ 人権の尊重 ○ 社会貢献活動
〇 幸せ健康経営

○ コーポレートガバナンス体制の強化
○ コンプライアンス推進とリスクマネジメント
○ 労働安全衛生マネジメント
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ダイバーシティ推進方針と具体的取り組み

女性活
躍推進

多様な
人材の
活躍

多様な
働き方
の推進

ダイバーシティ
推進方針

3つの柱

管理職の育成

営業職・技術職のキャリアアップ

上司の意識改革

仕事と育児・介護・治療の両立サポート

障がいのある従業員の活躍推進

LGBTQの取り組み推進 etc

男性従業員の育児休業1カ月以上完全取得

スマートワークの推進

IT活用による非対面住宅営業の実現 etc

従業員と企業がともに持続可能な

成⾧を実践できる環境や仕組みづく

りに取り組んでいます。



Diversity & Inclusion

多様な働き方の推進事例

男性育児休業の取得促進の取り組み



日本の男性育児休業取得の現状
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【男性の育児休業取得率の推移】

2019年度 7.48％

2017年度 5.14%
2018年度 6.16％

2020年度 12.65％

2025年度目標 30％



ラテ・ダッド

2018年5月 海外IR
スウェーデン・ストックホルムの
街中で目にした光景

2018年7月
「男性社員1カ月以上の育児休業完全取得」
を宣言
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制度の概要
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• 2018年9月1日（グループ会社は2019年8月1日～）

運用開始日

• 3歳未満の子を持つ積水ハウスグループ社員

取得対象者

• 育児休業1カ月以上の完全取得

• 最初の一カ月を有給（性別不問）

• 最大で4回の分割取得が可能

主な特徴



●フォーラムの開催
（2018年10月実施。対象者本人とその上司約1,900名参加）
1）社⾧メッセージ

●各種研修、委員会で意義の浸透
研修:職責者から新入社員まで
委員会・会議体:役員会～各種委員会まで

3）取得事例の共有
2）有識者の講演

・有休取得も難しいのに育休など取れるわけがない
・家の事は妻に任せておけばよい
・ただでさえ人手不足なのに休まれると困る(周囲)
・家事、育児のスキルが低いのに、ずっと家に居られ
ても困る。余計な家事が増える (妻)

従
来
の
マ
イ
ン
ド

新
し
い
マ
イ
ン
ド

・父親が子どもに与える影響、役割は重要
・妻が仕事を持つ持たないに関わらず、家事育児をシェア
することは家族の未来像に好影響

・イノベーションを促進する
・今後のリスクヘッジ(突発的な休業、介護休業への準備)  

のためにも男性育休がもたらす職場の変化は好ましい

完全取得に向けて ～意識改革
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育休システムと勤態システムとの連携

完全取得に向けて ～システム支援
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■休業申請者

取得計画書を作成
上⾧の承認後に育休システムに登録
※勤態システムに取得予定日を別途登録する必要なし
※取得予定日を変更する際も、全て育休システムで

■管理者（上⾧）
取得計画書の内容を確認・承認
勤態システムに登録された休業申請を承認

■総務責任者・担当者
取得対象者、取得期限、取得計画書の提出の有無、
取得予定日等の情報を即座に確認することが可能

未取得者と管理者を対象とした取得促進アラートの自動発信
子の2歳の誕生日を過ぎても計画書未申請の場合、取得を促すアラートをPCに自動表示（申請するまで毎月初）。
取得対象者向け 総務担当者向け



②仕事と育児の両立いきいきフォーラム
2015年から定例開催
統一テーマは両立とキャリアアップ
３歳までの子を持つ男女社員とその上司は必須参加

①イントラ Portalサイト

完全取得に向けて ～継続的な啓発

③社内誌
制度の運用当初より、社内誌において
取得者の事例を紹介
営業・設計・現場監督など、多様な職種の社員
を紹介することで、「自分も取れそう」と思ってもらう
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主な掲載内容
家族に愛されるパパに

・パパ育児の秘訣

・パパのNG態度

制度概要

・各種フローの概要

・3‐2‐1Action

・家族ミーティング
シート

先輩たちの失敗談
から学ぼう

・仕事編

・育児・家事編

ママからの一言

・感謝エピソード

・ダメ出しエピソード

経験者は語る!

・男性育休の取得は
宝の山だ!!

上⾧や
職場の皆さんに向けて

・引き継ぎ、協力体制

よくある質問
Q&A

・総務担当者向けガイド

参考情報

・取得パターン例

・その他の制度紹介

・不在時メール
設定など

発行:2020年6月。
頁数:本編30P＋参考情報6P

イントラネット上にアップ
12

本人・上司・同僚・総務担当者が、これまでの経験を踏まえた情報を理解することで、充実した
休業に生かす

完全取得に向けて ～ガイドブック
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【開催のきっかけと趣旨】
2020年1月、スウェーデン大使館主催の「スウェーデンのパパたち
写真展」の終了を記念して行われたスウェーデン大使との対談が
きっかけ。

【応募対象者】
休業取得者であれば誰でも応募可能
（応募総数:179点）

【写真展の開催方法と開催期間】
イントラネット上の専用サイトで投稿写真を閲覧可能にし、
全従業員から「いいね」や「コメント」を募集。
開催期間:2020年6月8日から6月28日まで

ペールエリック・ヘーグベリ氏（左）

完全取得に向けて ～イベント



家族ミーティングシート
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他企業の方や一般の方にもご活用していただけるように、
当社WEBサイトでも公開。

いつ取得したいのか
なぜ取得したいのか（目的）

ダウンロードはこちら
https://www.sekisuihouse.co.jp/ikukyu/

（1枚目） （2枚目）

これまでどんな役割分担だったか
「育休中」だけでなく、「育休終了後」についても、
役割分担をどうしていきたいのか
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取得計画書

取得時期・
取得パターン記入

上⾧捺印欄

上⾧面談内容記入
・どの業務を
・誰に
・どのように

パートナー署名欄



産後8週期間内でのオプション新設
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• 2021年4月1日

運用開始日

• 産後8週の期間内に1日でも育休の取得を希望し、かつ、当該期間内に家庭の
事情等に合わせて1日単位で（分割回数に関係なく）柔軟に休業日を設定し
たい方

取得対象者

• 産後8週期間中における休業取得の柔軟性がアップ

• 取得日の前日までに勤態システムで休業日を直接登録することが可能

主な特徴



なぜ産後8週?
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②パパのサポートが最も求められる時期

産褥(じょく)期は母体の回復を最優先すべき時期。しかも、もし産後うつ病に疾患して未治療のまま放置され
ると、母親自身の精神的健康に大きな影響を与えるのはもちろん、子どもの心身の発達にも大きな影響が。
増え続ける児童虐待防止のためにも、抜本的対策として、産後うつの予防が重要。

①産後うつの防止

・産後１年までに死亡した妊産婦の死因第1位は「自死」
・その原因の一つは産後うつ
・産後うつのピークは産後2週間～1カ月

この時期にパパがママに寄り添い、育児家事に関わることで、
産後うつの発症や悪化の予防に

厚生労働省研究班資料より

うつ病の可能性のある妊産婦の割合

ママに必要なことは「まとまった7時間睡眠」と「朝日を浴びて散歩」
でも、翌日仕事があるパパに、夜中の授乳等を替わってほしいとはなかなか言えない。。。
⇒パパが育休を取得することで、産後のママにとってこの2つが初めて可能になる。



なぜ産後8週?

③育児スキルの習得はスタートが肝心

ママが最初から育児スキルが高いわけではない
特に第1子の場合は、ママも子育て初心者で
不安だらけ

こんな時こそ、夫婦一緒に育児をスタートすることで、
ママ主導になりがちな子育てを「夫婦」のものにするこ
とができる

女性のライフステージ毎の愛情の配分先の変化を
調査した「女性の愛情曲線」では、産後子どもへの
愛情がトップとなり、夫への愛情がぐっと下がる
その後、大変な乳幼児期に「夫と二人で子育てし
た」女性は夫への愛情が回復し、「一人で子育てし
た」女性は夫への愛情が低迷したまま
このように、夫の子育てへの関わり方は将来の家族
の形にも影響

※東レ経営研究所 渥美由喜氏調査④未来の家族の幸せのために
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取得状況と取得率（2021年8月末時点）

1か月以上の育児休業取得者 1,052名

取得率100％

取得対象男性社員 2,231名（2018年9月の運用開始以来の累計）

※運用開始の2018年9月から2019年1月までは完全取得への準備期間

【取得の状況】（積水ハウスのみ）

【取得期限を迎えた者の人数と取得率】

取得期限を迎えた男性社員 1,052名
（2019年2月の本格運用開始以降）

2019/2～2020/1 2020/2～2021/1 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 合計

取得期限を
迎えた者（名） 415 426 30 27 27 34 25 36 32 1,052

取得率(%) 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100

19



取得完了者
【年齢構成】（n=392）

67.1

17.3

9.7

5.9

4回分割

3回分割

2回分割

一括取得

【取得パターン】（n=392）

（%）

9.2

65.3

24.0

1.5

20代 30代 40代 50代
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出生から最初の休業日取得までの期間

23.8 19.3 30.2 26.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

～2カ月（産後8週） ～6カ月 ～12カ月 1年以上

（2019年8月から2021年7月に子が生まれ、取得完了済もしくは31日以上の計画書提出済者（n=374）データから作成）

（ご参考）
2021年4月以降出生数：113人 ※8月末現在人事登録済み分
計画書提出者34人のうち、産後8週休利用申請者：20人 ※利用率：57.1％
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取得後アンケート
【総合評価】
【取得者本人】

63.7

72.8

75.7

32.0 

24.6

22.6

3.3

2.2

1.6

1.0 

0.4

0

2019年（n=306）

2020年（n=228）

2021年（n=305）

良かった 97.4%

■良かった ■まあ良かった ■あまり良くなかった ■良くなかった

良かった 98.4%

良かった 95.8%

上司の声
「取得させて良かった」

92.3%
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取得後アンケート

【休業取得にあたり、組織としての協力体制は】

70.3

78.1

78.4

21.2

14.0 

15.1

6.9

7.5

6.2

1.3

0.3

0.4

0.3

協力的だった やや協力的だった いつもと変わらなかった あまり協力的でなかった 協力的でなかった

2020年（n=228）

2021年（n=305）

2019年（n=306）

協力的だった 92.1%

協力的だった 91.5%

協力的だった 93.5%
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取得後アンケート

【休業前と比較し、職場でのコミュニケーションは】

29.1

35.5

35.1

21.2

18.0 

16.7

48.4

46.1

47.9

0.7

0.4

0.3

0.7

取りやすくなった やや取りやすくなった 休業前と変わらない あまり取りやすくなっていない 取りやすくなっていない

取りやすくなった 53.5%

2019年（n=306）

2020年（n=228）

2021年（n=305）

取りやすくなった 51.8%

取りやすくなった 50.3%
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取得後アンケート

【男性育休を通じて職場の風土は変わってきたと思うか】

67.0 

72.4 

71.8 

16.3

14.4

13.1

16.7

13.2

15.1

変わってきた 変わらない わからない

2021年（n=305）

変わってきた 72.4%

2019年（n=306）

2020年（n=228）

変わってきた 67.0%

変わってきた 71.8%

25



【男性の育休取得に賛成か反対か】

「男性育休白書2021」世代間ギャップ調査

93.9

98.9

97

98.7

6.1

1.1

3

1.3

50% 55% 60% 65% 70% 75% 80% 85% 90% 95% 100%

その他(n=66)

一般社員(n=811)

課⾧・主任クラス(n=1,657)

役員・部⾧クラス(n=302)

賛成する
賛成しない

積水ハウス内調査

97.8

88

82

76

2.3

12.1

18

24

50% 60% 70% 80% 90% 100%

就活層(n=400)

一般層(n=2,000)

部⾧クラス(n=200)

経営者・役員(n=200)

賛成する
賛成しない

男性育休白書2021調査
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【2022年4月から制度の周知と取得の働きかけ義務化についてどう思うか】

「男性育休白書2021」世代間ギャップ調査

95.5

98.5

95.9

97.7

4.5

1.5

4.1

2.3

50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他(n=66)

一般社員(n=811)

課⾧・主任クラス(n=1,657)

役員・部⾧クラス(n=302)

必要だと思う
必要ないと思う

積水ハウス内調査

97.5

86.3

81.5

76.5

2.5

13.8

18.5

23.5

50% 60% 70% 80% 90% 100%

就活層(n=400)

一般層(n=2,000)

部⾧クラス(n=200)

経営者・役員(n=200)

必要だと思う
必要ないと思う

男性育休白書2021調査
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ワーク・ライフ・バランス

社会へ貢献
女性活躍・少子化対策・介護対策など

従業員本人
家族

職場

会社お客様

家族の絆
安心感

共感力

助け合いの
風土醸成

社会的価値の創造

人材の
採用・定着

魅力的な
会社

仕事の
見直し

提案力
アップ

男性育児休業取得促進がもたらす価値
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幸せ
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積水ハウスグループのビジョン

「わが家」を世界一 幸せな場所にする


